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【学生自己評価・教員支援ベースによる統合的成長分析】
内容：学生の目標設定や成果記録、PROGテスト結果に基づく学修取組、教員の支援内容を通して、学生の成長過程を把握
特徴：学生自身の視点と教員の支援を統合

定量データと自己記録を組み合わせた実践的分析
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【教員調査ベースによる分析】
内容：学力向上のきっかけ・学習態度の変化・教員支援・成長要因を自由記述や複数選択データから整理
特徴：質的要因・行動・指導方針に着目
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【統計・機械学習ベースによる分析報告】
内容：PROG・GRIT・Big Fiveなどの非認知的特性とGPAとの関連を、分散分析・回帰分析・ランダムフォレストなどで多角的に検証
特徴：統計的手法・予測モデルを駆使した量的分析
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視点③

分析手順
目的に沿った知見を得るため、次の分析フローを設計した

1. PROGデータによる実証分析 2. GPA予測モデルの構築（PROGスコア）

3. GRITおよびBig Fiveデータによる実証分析 4. 大学での「伸び」を捉える枠組み

・基礎分析
・前処理とデータ整備
・GPAの四分位分割とグループ別要約統計量

・統計的検定
・正規性検定・等分散性の検定
・分散分析とTukey多重比較

・回帰分析
・単回帰・重回帰分析と多重共線性の診断
・ステップワイズ回帰分析と高GPA群の特徴分析

・モデル構築
・回帰モデルによる予測
・GPAランクを予測する多クラス分類モデル

・評価と整理
・分析成果と知見の整理

・GPA高グループの特徴分析
・総論：問題設定・目的・指標整理
・影響を与える要因の重回帰分析
・機械学習による特徴量重要度分析

・モデル構築と評価
・ステップワイズ回帰分析
・GPA予測・分類モデル（回帰・分類）
・GRIT・Big Five分析（回帰・ステップワイズ）

・成長分析の基礎
・背景と問題設定
・研究枠組みと仮説（志望・基礎・行動・非認知の統合）
・成長度の定義と構築（残差G/順位差/予測との差）
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